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論文内容の要旨
Seifert surfaceの拡張概念であるSeifertcomplexについて研究した。 SeifertcomplexとはIinkの成
分をいくつかの類に分けて，その類ごとに連結なSeifertsurfaceをはったものの和集合のことをいう。
一般にそれらSeifertsurfacesの聞に交わりができるが.PL-カテゴリーで考えるので，横断的に交わ
ると仮定してよL、。交わりの型はまずー二重点と三重点の違いがあり，二重点全体の集合の閉包の連結成分
で本質的なものは，その近傍の状態で.c1asp， ribbon， loopの3つの型に分かれる。三重点はこれらの
うち3つが一点で交わる状態で現れてくる。 Seifertcomplexに『重点がなく，交わりがclaspのみのと
き.C -complex.交わりがribbonのみのとき t R -complex.交わりがclaspやribbonによりなるとき，
RC -complex，と定義する。我々は主にC-complexを対象とする。
第一の結果は二つのSeifertsurfacesよりなるc-complexから二変数Alexander行列を計算する方法
を述べたもので，基底の取り替えを除いたι変数Alexander行列の特徴付けを与えている。手法は
Seifert surfaceからAlexander行列を計算する方法のアナロジーである。 D.Cooperにより計算法は示唆
されたが，詳しく調べて特徴付けの形で述べられたのは今回が初めてである。
第二の結果はD.Cooperにより示された，二成分linkのregularhomotopicな二つのC-complexesの
聞の基本変形を述べたものの再証明と，別の形の基本変形の場合を新ためて証明した。 D.Cooperの結果
の再証明の意義は，明確な図を描くことにより，説得力を増したことである。もとの形の基本変形と別の
形の基本変形の違いは，前者は一般にC-complexであることを保てず，必然、的に途中でRC-complex 
になってしまう変形だが，後者はC-complexであることを保てる変形となっていることである。これら
の結果およひ‘証明法は今後につながるものである。
論文審査結果の要旨
結び伺理論においては絡み同の張るザイフェルト曲面の性質を調べることは基本的に重要なことである。
著者は当論文において，ザイフェルト曲面の概念、を一般化したザイフ 4 ルト複体(つまり.絡み目をい
くつかの部分絡み目の和に分割したときのそれら部分絡み目の張るザイフェルト曲面の和)の概念、を考察
している。これは.1979年にD.クーバーが絡み目のコボルデイズムと多変数アレクサンダー多項式の関
係についての河内・中川の定理の特別の場合の別証明を与えた論文に初めて登場した概念である(.J.H.コ
ンウェイによる)
著者は当論文では，まず絡み目のザイフェルト複{本，特に 2つのザイフェルト曲面の和でその特異点集
合がclasp特異点集合のみからなる，いわゆるC一複体の存打ー を示し， 2成分絡み目の場合にその絡み数
l九丹
をclasp特異点集合の符号により求めたのこの符弓ーの概念、は著者により導入されたものである。これを使
い著者iL ザイフェルト曲由ーから絡み日の 1変数アレクサンダー行列を特徴づけるよくま1られた方法を臼
然に拡張して， c-複体から 2成分以 f-，の成分数をもっ絡み国の2変数アレクサンダー行列の特徴づけを
行勺fこ。系として， 2成分絡み目の2変数アレクサンダ一行列の特徴づけであるJ.L.ベイリー ・ rj'l山の定
理や(2成分絡み同の場合の)アレクサンダー多頃式についてのトレスの公式の別証明を与えている。
次に著者は与えられた絡み日を張る任意の2つのc-複体の問の関係についての法卒的な補題である，
]).クーパーの「イソトピー補題Jに別証明を与えたのこの補題に現れる変形はリボン特異点集合の生成・
消滅およびリボン特異点集合とclasp特崇点集合を互いに変換在せる変形とからなっているが，著者はこ
の補題をc-複体閣の変形だけからなるような補題 (c-補題)へと改良している点む電要な仕事といえ
る。
以上により，この研究は，結び目理論に新しい知見をもたらすものであり，今後の位相幾何学の発展に
寄号するところ人である。
よって，本論文は博士(理学)の学位を授与するに航すると審査した。
一 l明一
